
政治倫理条例検討会　意見まとめ R8.6.2政治倫理条例検討会第２回【資料1】

回
会議

中・後
項目 項目２

内容（意見のみを要約して記載しています。詳細は会

議録で確認願います。）
結果等

1 第1回 会議中 条例 内容 議会として区民への説明責任や透明性をどう担保する

かは、政治倫理条例の基盤となる重要な視点である。

委員会内での議員の発言への対応や議会動画の一部削

除の可能性などに触れ、議事録や動画公開の在り方、

情報アクセシビリティの観点も含め、区民から疑念を

持たれない議会運営が必要であり、これらは政治倫理

条例の根底に関わる問題ではないか。

会議録を参照

2 第1回 会議中 条例 内容 透明性や説明責任は倫理条例の土台であり、議会の役

割として明記・実践されるべきである。今後、区民か

ら条例内容が実際に実現されているか問われることに

なるため、議会としてしっかり持つべき視点である。

会長が意見として聞いておくと伝えた。

3 第1回 会議中 スケジュール スケジュールは走りだしてから決めたほうが良いと思

います。

スケジュールについては協議事項３でお話す

ることとなると伝えた。

4 第1回 会議中 進め方 今日の進め方が分からない。内容について議論するの

でしょうか。内容についての議論にならないように、

会長は仕切ってほしい。

会長が内容の議論はしていないと回答した。

事務局長は、資料を持ち帰って検討するにあ

たっての質問があれば受けたいと伝えた。

5 第1回 会議中 スケジュール 開催回数 2月を目途にということであれば、回数を増やした方が

よい。皆さんのスケジュールを合わせるのが難しいの

で、例えば、オンラインとかメールでの意見交換みた

いなことを併用しないと、スタートの時点で2月は難し

いという感覚です。

資料のとおり基本的には進めていく。

6 第1回 会議中 パブコメ パブコメの必要性については、この条例の検討の深ま

り具合に応じて、合意できるか検討してはどうでしょ

うか。一つの検討事項ということで今日は確認できれ

ばよいのではないか。

会長は了承。事務局長から、パブコメの回答

を事務局で作るのは難しいので、やり方をに

ついては改めて討してほしいと伝えた。
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7 第1回 会議中 政治倫理条例研

修

逗子市議会や多摩市議会、先進的な議会条例を作って

いるところがある。その事務局の担当に来てもらい、

運用上の問題や課題を話していただくのも一つの手か

もしれません。

研修は会長預かりで、意見を踏まえ、会長が

改めて適切なタイミングで提案する。

8 第1回 会議中 政治倫理条例研

修

6月、1回みんなで話してみて、問題点を見付けてか

ら、その後、研修を実施したほうが良いのではない

か。

研修は会長預かりで、意見を踏まえ、会長が

改めて適切なタイミングで提案する。

9 第1回 会議中 政治倫理条例研

修

前回、検討会を立ち上げたという下での勉強会になる

ので、実施した研修とは重複しないように、例えば、

有識者の方に公職選挙法に抵触するような事象が複数

あった事実の問題の流れで検討会をつくったのであれ

ば、こういう論点をよく検討したほうがよいところを

きくなど、今の段階での問題設定に即応するものであ

れば、役に立つと思う。

研修は会長預かりで、意見を踏まえ、会長が

改めて適切なタイミングで提案する。

10 第1回 会議中 目的 公選法の

違反

公選法の違反のことも出てきたが、みんな分かってい

るかといったら、分かっていないと思う。最初の入口

で共通認識を持たないといけないと思う。

目的のところで、どのように整理していくか

だと思うと伝えた。

11 第1回 終了後 政治倫理条例研

修

開催タイ

ミング

白石議員の意見のとおり、議論の前に特定の研究者に

よる研修を行うと、その意見に条例が引っ張られやす

くなり、文京区に必要な内容とならないおそれがあり

ます。

まずは、他区の条例を十分に研究し、議員が自分の意

見を持ち、研究者の見解に対しても適切に議論・反論

できる段階になってから招聘すべきと考えます。
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12 第1回 終了後 スケジュール 開催回数 政治倫理条例は策定する方向で議論に努めてまいりた

いと考えておりますが、他区では10回以上の会議を重

ねて案を作成している例もあり、4回程度で十分な議論

を尽くすことは難しいと考えます。

そのため、会議は回数を増やす必要がありますが、議

会前や議会中の多忙な時期に設定することは控えてい

ただきたいです。

特に、議会準備や提出物の締め切り前など、議会日程

が集中する時期については、避けていただきたいで

す。

13 第1回 終了後 スケジュール 会議をオ

ンライン

やメール

で補完

会議をオンラインやメールで補完する案については、

オンラインは可と考えますが、メールでは難しいと考

えます。

他会派の意見が見えなければ、適切な対応ができない

ためです。

メールで意見を求める方法については、今回限りとし

ていただくようお願いいたします。
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